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金
融
危
機
に
端
を
発
し
た
世
界
同
時
不
況

が
わ
が
国
経
済
に
も
重
苦
し
く
押
し
か
か
る

中
、
〇
九
春
闘
が
始
ま
っ
た
。
厳
し
い
企
業

業
績
と
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
外
需

依
存
か
ら
内
需
型
に
産
業
構
造
を
転
換
さ
せ

る
た
め
、
労
働
側
は
「
雇
用
も
賃
上
げ
も
」

の
ス
タ
ン
ス
で
臨
む
。
一
方
、経
営
側
は「
雇

用
安
定
に
努
力
」
と
い
う
雇
用
重
視
の
ス
タ

ン
ス
を
変
え
て
お
ら
ず
、
従
来
に
も
増
し
て

労
使
の
主
張
の
隔
た
り
は
大
き
い
。
か
つ
て

な
い
厳
し
い
交
渉
を
余
儀
な
く
さ
れ
そ
う
だ

が
、
組
合
側
は
三
月
一
八
日
の
大
手
の
集
中

回
答
日
に
向
け
、
交
渉
を
追
い
込
む
。

こ
れ
ま
で
春
季
賃
上
げ
交
渉
の
リ
ー
ド
役

だ
っ
た
金
属
労
協(

Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
Ｊ
Ｃ)

加
盟

組
織
の
企
業
業
績
が
総
崩
れ
状
態
に
加
え
、

雇
用
情
勢
も
日
に
日
に
悪
化
し
て
い
る
。
し

か
し
、
各
産
別
の
要
求
基
準
を
見
る
と
、
上

部
団
体
の
連
合
や
金
属
労
協
の
方
針
を
重
視

し
た
姿
勢
が
鮮
明
だ
。
足
元
の
企
業
業
績
に

と
ら
わ
れ
ず
、
マ
ク
ロ
重
視
で
景
気
回
復
を

目
指
す
と
の
考
え
方
を
採
り
、
産
別
内
を
ま

と
め
た
格
好
だ
。

八
年
ぶ
り
に
ベ
ア
復
活

産
別
の
動
向
を
み
る
前
に
、
そ
の
べ
ー
ス

と
な
っ
た
連
合
な
ど
の
要
求
の
考
え
方
を
概

観
す
る
。
連
合
は
〇
八
年
度
の
消
費
者
物
価

を
日
銀
の
見
通
し
な
ど
を
参
考
に
、
一
％
代

半
ば
と
想
定
。「
賃
金
カ
ー
ブ
分
を
維
持
し

た
う
え
で
、
物
価
上
昇
に
見
合
う
ベ
ア
に

よ
っ
て
、
勤
労
者
の
実
質
生
活
を
維
持
・
確

保
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
マ
ク
ロ
経
済
の

回
復
と
内
需
拡
大
に
つ
な
が
る
労
働
側
へ
の

成
果
配
分
の
実
現
を
め
ざ
す
」
こ
と
を
賃
上

げ
要
求
の
基
本
ス
タ
ン
ス
に
し
た
。
そ
の
結

果
、
連
合
が
ベ
ア
要
求
を
掲
げ
る
の
は
八
年

ぶ
り
の
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
す
べ
て
の
組
合
が
取
り
組
む
べ
き

交
渉
項
目
と
位
置
づ
け
て
い
る
「
ミ
ニ
マ
ム

要
求
課
題
」
と
し
て
は
、
①
賃
金
カ
ー
ブ
維

持
分
を
確
保
し
た
う
え
で
、
消
費
者
物
価
上

昇
に
見
合
う
ベ
ア
に
取
り
組
む
②
パ
ー
ト
労

働
者
な
ど
も
含
め
た
全
従
業
員
を
対
象
に
、

賃
金
を
は
じ
め
と
す
る
待
遇
改
善
に
取
り
組

む
③
賃
金
の
底
上
げ
を
は
か
る
た
め
企
業
内

最
賃
協
定
の
締
結
と
そ
の
水
準
を
引
き
上
げ

る
④
長
す
ぎ
る
労
働
時
間
を
是
正
す
る
た
め

総
実
労
働
時
間
の
短
縮
を
は
か
る
⑤
時
間

外
・
休
日
労
働
の
割
増
率
の
引
き
上
げ
に
取

り
組
む―

―

の
五
本
を
設
定
し
た
。

自
動
車
、
電
機
な
ど
の
産
別
で
構
成
し
、

交
渉
リ
ー
ド
役
と
な
る
金
属
労
協
の
二
〇
〇

九
年
闘
争
方
針
は
賃
上
げ
要
求
に
つ
い
て
、

「
実
質
生
活
の
維
持
を
図
る
た
め
、
物
価
の

上
昇
に
見
合
う
要
求
を
行
う
」
と
し
、
具
体

的
な
数
値
は
示
し
て
い
な
い
も
の
の
、
連
合

の
物
価
反
映
と
い
う
考
え
方
に
準
じ
て
い
る
。

こ
こ
数
年
追
求
し
て
い
る
金
属
産
業
に
ふ

さ
わ
し
い
賃
金
水
準
の
実
現
を
め
ざ
し
た
、

「
お
お
く
く
り
職
種
別
賃
金
」
の
取
り
組
み

を
重
視
。
基
幹
労
働
者
（
技
能
職
三
五
歳
相

当
）
の
「
あ
る
べ
き
水
準
」
と
し
て
、
①
目

標
基
準
（
め
ざ
す
べ
き
到
達
水
準
）
は
基
本

賃
金
で
三
三
万
八
〇
〇
〇
円
以
上
②
標
準
到

達
基
準
（
標
準
的
な
労
働
者
が
到
達
を
め
ざ

す
水
準
）
は
同
三
一
万
円
以
上
③
最
低
到
達

基
準
（
全
単
組
が
到
達
を
め
ざ
す
水
準
）
は

標
準
到
達
基
準
の
八
〇
％
程
度
（
二
四
万
八

〇
〇
〇
円
程
度
）―

―

の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

を
提
示
し
て
い
る
。
な
お
、
一
時
金
要
求
は

年
間
五
カ
月
を
基
本
に
、
最
低
で
も
四
カ
月

を
確
保
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
多
く
の
組
合
で

継
続
協
議
に
な
っ
て
い
る
時
間
外
割
増
率
の

引
き
上
げ
や
、
企
業
内
最
低
賃
金
協
定
の
締

結
拡
大
に
も
取
り
組
む
。

一
方
、
全
労
連
や
純
中
立
組
合
で
つ
く
る

国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
は
、
賃
上
げ
に
つ
い

て
、
①
定
期
昇
給
分
（
相
当
分
を
含
む
）
②

物
価
上
昇
分
③
労
働
分
配
率
低
下
に
着
目
し

た
賃
金
改
善
分―

―

の
三
点
を
確
保
で
き
る

水
準
を
追
求
す
る
と
し
、「
誰
で
も
（
月
額
）

一
万
円
、（
時
給
）
一
〇
〇
円
以
上
の
賃
金
改

善
」
と
あ
わ
せ
て
最
低
賃
金
の
改
善
要
求
と

し
て
、「
時
給
一
〇
〇
〇
円
、
日
額
七
五
〇
〇

円
、
月
額
一
六
万
円
」
を
設
定
し
て
い
る
。

大
手
産
別
の
ベ
ア
要
求
は
四
〇
〇
〇

〜
五
〇
〇
〇
円
程
度
が
大
勢
に

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
や
共
闘
組
織
の
方

針
を
踏
ま
え
た
、
産
別
の
要
求
動
向
を
見
る
。

〈
金
属
労
協
系
の
動
向
〉

電
機
連
合
は
、
〇
七
年
か
ら
「
職
種
基
準

に
よ
る
個
別
賃
金
要
求
方
式
（
職
種
別
賃
金

要
求
方
式
）」
を
採
用
。
〇
九
春
闘
で
は
最

終
的
な
妥
結
目
標
が
未
達
な
場
合
に
ス
ト
ラ

イ
キ
な
ど
の
闘
争
行
動
の
対
象
と
な
る
統
一

要
求
基
準
を
「
開
発
・
設
計
職
」(

三
〇
歳

相
当)

で
四
五
〇
〇
円
以
上
の
水
準
改
善
と

し
て
い
る
。
〇
八
年
度
の
消
費
者
物
価
上
昇

分
を
連
合
方
針
に
準
じ
て
約
一
・
五
％
と
想

定
し
た
う
え
で
、
賃
金
政
策
で
賃
金
改
定
の

根
拠
と
し
て
い
る
「
賃
金
決
定
の
三
要
素
」

で
あ
る
、
①
物
価
や
生
活
実
態
な
ど
を
踏
ま

え
て
実
質
賃
金
の
維
持
・
向
上
を
図
る
「
生

計
費
」
②
マ
ク
ロ
の
国
民
経
済
や
産
業
・
企

業
の
業
績
、
生
産
性
を
踏
ま
え
て
業
績
や
付

加
価
値
の
適
正
な
配
分
を
求
め
る「
生
産
性
」

③
賃
金
の
市
場
価
値
、
春
闘
に
お
け
る
相
場

形
成
の
役
割
、
労
働
力
の
需
給
関
係
を
踏
ま

え
て
賃
金
の
社
会
性
を
求
め
る「
労
働
市
場
」

―
―

を
勘
案
し
て
決
定
し
た
。

一
時
金
は
、「
夏
冬
型
年
間
協
定
方
式
」
を

基
本
に
、
平
均
で
年
間
五
カ
月
分
を
中
心
に

要
求
し
、「
産
別
ミ
ニ
マ
ム
基
準
」
は
年
間
四

カ
月
と
す
る
。
ま
た
一
八
歳
見
合
い
の
産
業

別
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、
統
一
要
求
基
準

と
し
て
三
五
〇
〇
円
引
き
上
げ
て
一
五
万
五

五
〇
〇
円
の
実
現
を
求
め
る
。
〇
八
春
闘
で

要
求
し
た
も
の
の
、
大
半
の
労
組
が
継
続
協

議
扱
い
に
な
っ
た
時
間
外
手
当
の
割
増
率
の

引
き
上
げ
に
関
し
て
は
、
改
正
労
働
基
準
法

が
来
年
四
月
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

今
季
闘
争
で
は
、
現
行
の
割
増
率
が
産
別
基

準
（
平
日
三
〇
％
、
休
日
四
五
％
、
深
夜
三

〇
％
）
に
達
し
て
い
な
い
組
合
の
到
達
闘
争

ト
ピ
ッ
ク
ス

〇
九
春
闘

1

産
別
の
要
求
方
針
ま
と
ま
る―

―

連
合
な
ど
の
上
部
団
体
の
方
針
を
踏
ま
え
ベ
ア
要
求
盛
り
込
む
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と
位
置
づ
け
る
。

ト
ヨ
タ
、
日
産
、
本
田
な
ど
大
手
自
動
車

メ
ー
カ
ー
労
組
が
加
盟
す
る
自
動
車
総
連
は
、

賃
金
改
善
の
具
体
的
な
要
求
基
準
は
、
平
均

賃
金
引
き
上
げ
で
「
四
〇
〇
〇
円
以
上
の
賃

金
改
善
分
を
設
定
す
る
こ
と
を
基
本
」
と
し

た
。
四
〇
〇
〇
円
の
根
拠
に
つ
い
て
自
動
車

総
連
は
、
一
つ
の
要
素
で
決
め
た
わ
け
で
な

く
、「
生
産
性
向
上
、（
賃
金
）
格
差
・
体
系
の

是
正
・
整
備
、
物
価
動
向
、
産
業
情
勢
な
ど

様
々
な
観
点
を
総
合
勘
案
し
た
」
と
説
明
し

て
い
る
。
物
価
上
昇
分
に
つ
い
て
は
「
一
％

半
ば
」
に
根
拠
を
置
い
て
い
る
と
し
た
。

一
時
金
は
、
年
間
五
カ
月
を
基
準
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
時
短
の
関
係
で
は
、
所
定
内

労
働
時
間
一
九
五
二
時
間
未
達
の
組
合
は
そ

の
達
成
、
年
休
の
取
得
向
上
な
ど
を
要
請
し

て
い
る
。

鉄
鋼
、
造
船
、
非
鉄
な
ど
の
組
合
で
つ
く

る
基
幹
労
連
は
、
賃
上
げ
に
つ
い
て
は
二
年

を
一
サ
イ
ク
ル
と
し
て
要
求
す
る
方
式
に
移

行
し
て
お
り
、
大
手
組
合
は
今
年
、
賃
上
げ

要
求
を
行
わ
な
い
。
そ
の
た
め
、
一
時
金
の

動
向
に
注
目
が
集
ま
る
が
、金
属
労
協
の「
年

間
五
カ
月
を
基
本
」
と
す
る
考
え
方
を
踏
ま

え
、「
生
活
を
考
慮
し
た
要
素
」(

四
カ
月
程

度)

と
「
成
果
を
反
映
し
た
要
素
」
を
構
成

要
素
と
し
、
鉄
鋼
部
門
で
は
一
二
〇
万
円
プ

ラ
ス
四
〇
万
円(

成
果
還
元
部
分)

を
基
本

に
要
求
を
設
定
し
て
い
る
。
労
働
時
間
の
関

係
で
は
、
年
次
有
給
休
暇
の
初
年
度
付
与
日

数
二
〇
日
、
裁
判
員
制
度
に
対
応
す
る
一
〇

〇
％
賃
金
保
障
の
特
別
休
暇
に
力
点
を
お
く
。

機
械
・
金
属
関
係
の
中
堅
中
小
企
業
の
労

働
組
合
を
組
織
す
る
Ｊ
Ａ
Ｍ
は
、
①
平
均
賃

上
げ
要
求
と
し
て
「
賃
金
構
造
維
持
分
に
加

え
て
、
四
五
〇
〇
円
以
上
」
の
ベ
ア
を
求
め

る
②
賃
金
構
造
維
持
分
が
把
握
で
き
な
い
と

こ
ろ
は
、
平
均
賃
上
げ
要
求
基
準
を
「
九
〇

〇
〇
円
以
上
」
と
す
る
③
一
時
金
は
年
間
五

カ
月
（
ま
た
は
半
期
二
・
五
カ
月
）
基
準
の

要
求
と
す
る
④
月
四
五
時
間
を
超
え
る
所
定

外
労
働
時
間
の
残
業
割
増
率
の 

五
〇
％
へ

の
引
き
上
げ
、
す
べ
て
の
休
日
割
増
率
の
五

〇
％
以
上
へ
の
引
き
上
げ
を
求
め
る―

―

な

ど
を
要
求
基
準
と
し
た
。

〈
そ
の
他
の
産
別
の
動
向
〉

民
間
最
大
産
別
の
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟

（
一
〇
四
万
人
）
は
賃
上
げ
の
統
一
要
求
基

準
に
つ
い
て
、「
賃
金
体
系
維
持
を
前
提
に
物

価
上
昇
分
を
確
保
し
た
上
で
、
生
活
維
持
・

向
上
分
を
要
求
す
る
」
観
点
か
ら
、「
制
度
に

基
づ
く
昇
給
昇
格
（
賃
金
体
系
維
持
分
）
と

は
別
に
二
％
ま
た
は
五
〇
〇
〇
円
基
準
」
あ

る
い
は
「（
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
場

合
）
賃
金
体
系
維
持
分
の
社
会
的
水
準
を
含

め
て
九
五
〇
〇
円
基
準
」―

―

と
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
具
体
的
な
要
求
内
容
に
つ
い
て

は
繊
維
関
連
、
化
学
、
流
通
、
フ
ー
ド
・
サ
ー

ビ
ス
、
生
活
・
総
合
産
業
、
地
方―

―

の
六

部
会
ご
と
に
幅
を
認
め
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
例
え
ば
流
通
部
会
（
四
一
万
人
）
で
は
、

①
社
会
水
準
相
当
分
の
定
昇
を
確
保
し
て
い

る
組
合
の
場
合
は
、
上
位
水
準
グ
ル
ー
プ
で

一
・
八
％
以
上
ま
た
は
四
五
〇
〇
円
以
上
、

標
準
グ
ル
ー
プ
で
二
％
基
準
ま
た
は
五
〇
〇

〇
円
基
準
、
水
準
未
達
グ
ル
ー
プ
で
二
％
以

上
ま
た
は
五
〇
〇
〇
円
以
上
②
確
保
し
て
い

な
い
組
合
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
九
〇
〇
〇
円

以
上
、
九
五
〇
〇
円
基
準
、
九
五
〇
〇
円
以

上―
―

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
組
合
員
の
約
四
割
を
占
め
る
パ
ー

ト
な
ど
の
「
短
時
間
組
合
員
」
の
要
求
基
準

に
つ
い
て
も
、
正
社
員
の
平
均
的
な
要
求
率

に
準
じ
、
昇
給
・
昇
格
制
度
が
あ
る
場
合
は

「
制
度
に
基
づ
く
昇
給
・
昇
格
分
と
は
別
に

二
％
基
準
」、
同
制
度
が
な
い
場
合
は
①
タ

イ
プ
Ａ
（
正
社
員
と
職
務
も
人
材
活
用
の
仕

組
み
・
運
用
も
同
じ
）
は
三
五
〜
四
〇
円
目

安
②
タ
イ
プ
Ｂ
（
正
社
員
と
職
務
は
同
じ
だ

が
人
材
活
用
の
仕
組
み
・
運
用
が
違
う
）
は

三
〇
円
目
安
③
タ
イ
プ
Ｃ
（
正
社
員
と
は
職

務
も
人
材
活
用
の
仕
組
み
・
運
用
も
違
う
）

は
主
旨
を
踏
ま
え
て
要
求
額
を
決
定―

―

と

し
て
い
る
。

私
鉄
総
連
の
賃
上
げ
要
求
は
、
定
期
昇
給

相
当
分
に
加
え
、
ベ
ア
と
し
て
七
〇
〇
〇
円

を
求
め
る
。
そ
の
根
拠
は
、
私
鉄
総
連
が
使

う
独
自
の
生
活
物
価
指
数
（
Ｌ
Ｐ
Ｉ
）
の
昨

年
八
月
の
平
均
値
は
二
・
六
六
％
で
、
総
連

全
体
の
平
均
基
本
給
二
七
万
六
〇
〇
〇
円

（
平
均
年
齢
四
二
・
四
歳
）
を
乗
じ
る
と
、

物
価
見
合
だ
け
で
額
で
七
三
四
〇
円
と
な
る

が
、
今
回
は
物
価
の
見
方
を
「
二
〇
〇
八
年

度
消
費
者
物
価
見
通
し
一
％
台
半
ば
」
と
し

た
連
合
方
針
を
勘
案
し
、
物
価
上
昇
分
を
消

費
者
物
価
指
数
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
の
昨
年
四
〜
八

月
の
平
均
一
・
八
三
％
を
使
用
し
て
五
〇
〇

〇
円
と
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
Ｌ
Ｐ
Ｉ
と
Ｃ

Ｐ
Ｉ
の
差
で
あ
る
〇
・
八
三
％
を
参
考
に
、

生
活
維
持
分
と
し
て
二
〇
〇
〇
円
を
設
定
。

物
価
上
昇
と
生
活
維
持
分
を
併
せ
た
賃
金
改

善
原
資
（
ベ
ア
分
）
と
し
て
、
七
〇
〇
〇
円

の
要
求
を
組
ん
で
い
る
。
賃
金
カ
ー
ブ
維
持

（
定
昇
相
当
）
分
は
、
五
五
〇
〇
円
に
な
る
。

ま
た
、
一
時
金
は
現
行
月
数
協
定
堅
持
、
非

正
規
雇
用
者
の
時
給
三
〇
円
の
引
き
上
げ
も

盛
り
込
ん
だ
。

そ
の
他
産
別
の
動
向
と
し
て
は
、
食
品
関

係
で
構
成
す
る
フ
ー
ド
連
合
が
、
定
昇
が
確

立
し
て
い
る
場
合
は
定
昇
込
み
一
万
円
基
準

ま
た
は
ベ
ア
五
〇
〇
〇
円
基
準
、
化
学
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
係
企
業
の
多
い
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
は
、

物
価
分
と
し
て
四
五
〇
〇
円
、
電
力
総
連
の

電
力
部
会
は
個
別
高
卒
三
〇
歳
勤
続
一
二
年

四
〇
〇
〇
円
、
三
五
歳
四
五
〇
〇
円
、
運
輸

労
連
は
三
％
（
定
昇
相
当
一
・
五
％
プ
ラ
ス

物
価
上
昇
分
一
・
五
％
）
額
で
七
二
〇
〇
円

中
心
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
四
五
〇
〇
円
、
Ｊ
Ｒ
総

連
は
六
〇
〇
〇
円
な
ど―

―

定
昇
相
当

（
カ
ー
ブ
維
持
分
）
以
外
の
ベ
ア
要
求
と
し

て
、
四
〇
〇
〇
〜
五
〇
〇
〇
円
程
度
の
要
求

が
目
立
つ
。
各
産
別
が
そ
れ
ぞ
れ
の
要
求
方

式
の
中
で
、
物
価
上
昇
分
を
反
映
し
た
格
好

に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
一
方
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
は
賃
金
改
善
の

統
一
要
求
を
見
送
る
。
企
業
ご
と
の
業
績
の

ば
ら
つ
き
が
大
き
い
た
め
で
、
グ
ル
ー
プ
主

要
八
社
の
う
ち
、
業
績
堅
調
な
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ
の
三
社
に
は
三
〇
〇
〇
円
程
度
の

賃
金
改
善
を
求
め
る
。
ま
た
、
三
菱
自
動
車

労
組
も
ベ
ア
要
求
見
送
り
を
決
め
る
な
ど
、

足
も
と
の
業
績
悪
化
を
踏
ま
え
、
統
一
要
求

か
ら
離
脱
す
る
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
る
。

交
渉
は
冒
頭
紹
介
し
た
よ
う
に
、「
賃
上
げ

も
雇
用
も
」
を
求
め
る
労
働
側
と
、「
雇
用
の

安
定
」
を
優
先
と
す
る
経
営
側
の
隔
た
り
は

か
つ
て
な
い
ほ
ど
大
き
い
。
交
渉
け
ん
引
役

の
電
機
・
自
動
車
の
大
手
メ
ー
カ
ー
の
大
半

が
赤
字
に
転
落
し
、
日
を
追
う
ご
と
に
交
渉

環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

交
渉
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
が
議

題
に
上
る
と
こ
ろ
も
あ
り
そ
う
だ
。
経
営
基

盤
の
底
割
れ
を
回
避
し
つ
つ
、
雇
用
・
労
働

条
件
を
い
か
に
確
保
す
る
か
。
薄
氷
を
踏
む

よ
う
な
交
渉
が
展
開
さ
れ
る
だ
ろ
う
。　

（
調
査
・
解
析
部
）


